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第
五
条

１

協
定
第
四
条
１
⒜
中
「
第
二
条
⒜
に
規
定
す
る
協
定
」
を
「
日
本
国
に
関
す
る
保
障
措
置
協
定
」
に
改
め
、
同
条

１
⒝

中
「

第
二
条
⒝
に
規
定
す
る
協
定
」
を
「
英
国
に
関
す
る
保
障
措
置
協
定
」
に
、「
同
協
定
」
を
「
英
国
に

関
す
る
保
障
措
置
協
定
」
に
改
め
、「
並
び
に

千
九
百
五
十
七
年
三
月
二
十
五
日
に
署
名
さ
れ
た
ユ
ー
ラ
ト
ム
を
設

立
す
る
条
約
に
基
づ
く
ユ
ー
ラ
ト
ム
の
保
障
措
置
」
を
削
る
。

２

協
定
第
四
条
２
中
「
又
は
ユ
ー
ラ
ト
ム
」
を
削
る
。

第
六
条

協
定
第
五
条
を
同
条
１
と
し
、
同
条
に
次
の
２
を
加
え
る
。

２

日
本
国
及
び
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
に
当
た
り
、

千
九
百
七
十
九
年
十
月
二
十
六
日
に
採
択
さ
れ
、
二
千
五
年
七
月
八
日
に
改
正
さ
れ
た
核
物
質
及
び
原
子
力
施
設

の
防
護
に
関
す
る
条
約
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
動
す
る
。

第
七
条

１

協
定
第
六
条
１
中
「
及
び
設
備
」
を
「
、
設
備
及
び
技
術
、
技
術
に
基
づ
く
設
備
」
に
改
め
る
。

２

協
定
第
六
条
２
中
「
次
に
掲
げ
る
も
の
」
を
「
次
に
掲
げ
る
技
術
、
設
備
及
び
核
物
質
」
に
改
め
、
同
条
２
⒜
中

「
設
備
」
を
「
技
術
又
は
設
備
」
に
改
め
る
。

第
八
条

１

協
定
第
七
条
１
中
「
及
び
設
備
」
を
「
、
設
備
及
び
技
術
」
に
、「
品
目
」
を
「
資
材
、
核
物
質
、設
備
又
は
技
術
」

に
改
め
る
。

２

協
定
第
七
条
２
中
「
及
び
設
備
」
を
「
、
設
備
及
び
技
術
」
に
改
め
、
同
条
２
⒜
中
「
こ
れ
ら
の
品
目
」
を
「
そ

の
よ
う
な
資
材
、
核
物
質
又
は
設
備
」
に
改
め
、
同
条
２
⒝
中
「
当
該
品
目
」
を
「
そ
の
よ
う
な
資
材
、
核
物
質
、

設
備
又
は
技
術
」
に
改
め
る
。

第
九
条

協
定
第
七
条
の
次
に
次
の
四
条
を
加
え
る
。

第
七
条
の
Ａ

両
締
約
国
政
府
は
、
相
互
の
間
又
は
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
機
関
の
間
で
、
第
一
条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
原

子
力
の
平
和
的
非
爆
発
目
的
利
用
の
た
め
の
研
究
開
発
に
係
る
協
力
を
発
展
さ
せ
る
。
両
締
約
国
政
府
又
は
そ
れ
ら

の
政
府
機
関
は
、
適
当
な
場
合
に
は
、
大
学
、
実
験
施
設
、
民
間
部
門
そ
の
他
の
全
て
の
研
究
部
門
の
研
究
者
及
び

組
織
が
当
該
協
力
に
参
加
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
締
約
国
政
府
は
、
ま
た
、
こ
の
分
野
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
者
の
間
の
当
該
協
力
を
容
易
に
す
る
。

第
七
条
の
Ｂ

１

こ
の
協
定
の
規
定
は
、
日
本
国
及
び
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
に
お
け
る
原

子
力
活
動
を
妨
げ
、
若
し
く
は
遅
延
さ
せ
る
こ
と
又
は
当
該
原
子
力
活
動
に
対
し
て
不
当
に
干
渉
す
る
こ
と
を
回

避
す
る
よ
う
な
態
様
に
よ
り
、
ま
た
、
当
該
原
子
力
活
動
の
経
済
的
か
つ
安
全
な
実
施
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

管
理
に
つ
い
て
の
慎
重
な
慣
行
に
適
合
す
る
よ
う
な
態
様
に
よ
り
、
誠
実
に
実
施
さ
れ
る
。

２

こ
の
協
定
の
規
定
は
、
商
業
上
若
し
く
は
産
業
上
の
利
益
を
追
求
す
る
た
め
に
、
い
ず
れ
か
一
方
の
締
約
国
政

府
若
し
く
は
そ
の
管
轄
の
下
に
あ
る
者
の
商
業
上
若
し
く
は
産
業
上
の
利
益
を
損
な
う
た
め
に
、
い
ず
れ
か
一
方

の
締
約
国
政
府
の
原
子
力
政
策
に
干
渉
す
る
た
め
に
又
は
原
子
力
の
平
和
的
非
爆
発
目
的
利
用
の
推
進
を
妨
げ
る

た
め
に
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。

３

転
換
、
燃
料
加
工
、
濃
縮
又
は
再
処
理
の
工
程
に
お
い
て
他
の
核
物
質
と
混
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
協

定
の
適
用
を
受
け
て
い
る
核
物
質
の
特
定
性
が
失
わ
れ
た
場
合
又
は
失
わ
れ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該

核
物
質
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
代
替
可
能
性
の
原
則
及
び
構
成
比
率
に
よ
る
比
例
の
原
則
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

４

日
本
国
及
び
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
は
、
こ
の
協
定
の
実
施
に
当
た
り
、

千
九
百
八
十
六
年
九
月
二
十
六
日
に
採
択
さ
れ
た
原
子
力
事
故
の
早
期
通
報
に
関
す
る
条
約
、
千
九
百
八
十
六
年

九
月
二
十
六
日
に
採
択
さ
れ
た
原
子
力
事
故
又
は
放
射
線
緊
急
事
態
の
場
合
に
お
け
る
援
助
に
関
す
る
条
約
、
千

九
百
九
十
四
年
九
月
二
十
日
に
作
成
さ
れ
た
原
子
力
の
安
全
に
関
す
る
条
約
及
び
千
九
百
九
十
七
年
九
月
五
日
に

作
成
さ
れ
た
使
用
済
燃
料
管
理
及
び
放
射
性
廃
棄
物
管
理
の
安
全
に
関
す
る
条
約
に
適
合
す
る
よ
う
に
行
動
す

る
。

第
七
条
の
Ｃ

両
締
約
国
政
府
は
、
日
本
国
及
び
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
の
双
方
が
当
事
国

で
あ
る
関
連
す
る
国
際
協
定
並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
法
令
に
従
い
、
こ
の
協
定
の
下
で
の

協
力
か
ら
生
じ
た
知
的
財
産
及
び
当
該
協
力
を
通
じ
て
移
転
さ
れ
た
技
術
の
適
切
か
つ
効
果
的
な
保
護
を
確
保
す

る
。

第
七
条
の
Ｄ

両
締
約
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
資
材
、
核
物
質
、
設
備
及
び
技
術
、
技
術
に
基
づ
く
設

備
並
び
に
回
収
さ
れ
又
は
副
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
た
核
物
質
の
安
全
か
つ
効
果
的
な
管
理
に
関
す
る
情
報
を
交
換

す
る
。

第
十
条

協
定
第
十
一
条
中
「
時
点
に
お
い
て
、」の
下
に
「
⒜
」
を
加
え
、「
又
は
第
十
条
」
を「
若
し
く
は
前
条
」に
改
め
、「
従

わ
な
い
場
合
」
の
下
に
「
又
は
⒝
第
二
条
に
規
定
す
る
機
関
と
の
間
の
保
障
措
置
協
定
を
終
了
さ
せ
、
若
し
く
は
こ
れ

に
対
す
る
重
大
な
違
反
を
す
る
場
合
」
を
加
え
、「
こ
の
協
定
を
停
止
し
又
は
」
を
「
こ
の
協
定
の
下
で
の
そ
の
後
の
協

力
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
停
止
し
、
又
は
こ
の
協
定
を
」
に
、「
核
物
質
で
あ
っ
て
」
を
「
資
材
、核
物
質
及
び
設
備
、

技
術
に
基
づ
く
設
備
並
び
に
回
収
さ
れ
又
は
副
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
た
核
物
質
で
あ
っ
て
、」に
、「
こ
と
が
で
き
る
」

を
「
権
利
を
有
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
１
と
し
、
同
条
に
次
の
２
及
び
３
を
加
え
る
。

２

グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王
国
が
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
資
材
、
核

物
質
、
設
備
若
し
く
は
技
術
、
技
術
に
基
づ
く
設
備
又
は
回
収
さ
れ
又
は
副
産
物
と
し
て
生
産
さ
れ
た
核
物
質
を

用
い
て
核
爆
発
装
置
を
爆
発
さ
せ
る
場
合
に
は
、
日
本
国
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
下
で
の
そ
の
後
の
協
力
を
停
止

し
、
又
は
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
権
利
及
び
返
還
を
要
求
す
る
権
利
で
あ
っ
て
、
１
に
規
定
す
る
も
の
と
同
じ

権
利
を
有
す
る
。

３

日
本
国
が
核
爆
発
装
置
を
爆
発
さ
せ
る
場
合
に
は
、
グ
レ
ー
ト
・
ブ
リ
テ
ン
及
び
北
部
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
連
合
王

国
政
府
は
、
こ
の
協
定
の
下
で
の
そ
の
後
の
協
力
を
停
止
し
、
又
は
こ
の
協
定
を
終
了
さ
せ
る
権
利
及
び
返
還
を

要
求
す
る
権
利
で
あ
っ
て
、
１
に
規
定
す
る
も
の
と
同
じ
権
利
を
有
す
る
。

第
十
一
条

協
定
第
十
二
条
中
⒡
を
削
り
、
⒢
を
⒧
と
し
、
⒠
の
次
に
次
の
⒡
か
ら
⒦
ま
で
を
加
え
る
。

⒡

「
技
術
」
と
は
、
資
材
、
核
物
質
又
は
設
備
の
開
発
、
生
産
又
は
使
用
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
特
定
の
情

報
を
い
う
。
た
だ
し
、
利
用
可
能
な
情
報
で
あ
っ
て
、
更
に
提
供
す
る
こ
と
が
制
限
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
除

く
。
両
締
約
国
政
府
が
書
面
に
よ
っ
て
特
定
し
、
及
び
合
意
す
る
場
合
に
は
、
基
礎
科
学
的
研
究
に
関
す
る
情

報
に
つ
い
て
も
除
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
特
定
の
情
報
は
、
技
術
的
資
料
の
形
式
を
と
る
こ
と
が
で
き
、
そ

の
よ
う
な
形
式
に
は
、
青
写
真
、
計
画
書
、
図
面
、
模
型
、
数
式
、
工
学
的
な
設
計
図
及
び
仕
様
書
、
説
明
書

並
び
に
指
示
書
で
あ
っ
て
、
書
面
に
よ
る
又
は
他
の
媒
体
若
し
く
は
装
置
（
デ
ィ
ス
ク
、
テ
ー
プ
、
読
取
専
用

の
メ
モ
リ
ー
等
）
に
記
録
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
ま
た
、
こ
の
特
定
の
情
報
は
、
技
術
援
助
の
形
式
を
と
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
よ
う
な
形
式
に
は
、
指
導
、
技
能
の
養
成
、
訓
練
、
実
用
的
な
知
識
の
提
供
及
び
諮
問
サ
ー

ビ
ス
を
含
む
。

⒢

⒡
に
い
う
「
開
発
」
と
は
、
設
計
、
設
計
の
研
究
、
設
計
の
解
析
、
設
計
の
概
念
、
試
作
体
の
組
立
て
及
び

試
験
、
試
験
生
産
に
係
る
計
画
、
設
計
用
の
資
料
、
設
計
用
の
資
料
か
ら
製
品
化
を
検
討
す
る
過
程
、
外
形
的

な
設
計
、
統
合
的
な
設
計
、
配
置
計
画
等
の
生
産
前
の
全
て
の
段
階
を
い
う
。

⒣

⒡
及
び
⒢
に
い
う
「
生
産
」
と
は
、
建
設
、
生
産
工
学
、
製
造
、
統
合
、
組
立
て
（
取
付
け
を
含
む
。）、
検

査
、
試
験
、
品
質
保
証
等
の
資
材
若
し
く
は
核
物
質
を
生
産
し
、
又
は
設
備
を
製
作
す
る
た
め
の
全
て
の
活
動

を
い
う
。

⒤

⒡
に
い
う
「
使
用
」
と
は
、
運
転
、
据
付
け
（
現
場
へ
の
据
付
け
を
含
む
。）、
保
守
、
点
検
、
修
理
、
整
備

及
び
補
修
を
い
う
。

⒥

「
技
術
に
基
づ
く
設
備
」
と
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
技
術
を
用
い
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と

し
て
両
締
約
国
政
府
が
合
意
す
る
設
備
を
い
う
。
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